

















いるもの と考えられていた｡ しか し最近Haldaneは､整数スピンから成るlD-HAFでは､半
整数スピンの場合 と異な り､基底状態 (singlet) と励起状態 (Triple.t)とゐ間にgapが存
在すると予言 した.本研究では､flaldanegapの存在を確認するために､S=1-次元反強







観測された｡H//C､ H⊥ Cから推定されるgapの値はE//G=llK､ E⊥G=17K となるが､ こ
れ らの値 は帯磁率の温度依存性か ら求めた値 とよ く一致する｡Batetetal.による と
single-ionanisotropy の存在するIsing的なlD-HAFではgapが異方的になる｡NENPが
uniformchain と仮定するとE//G､ E⊥ GからanisotropyenergyD:-4K とD-0における
gapが EG｡-14Xと推定 される｡中性子回折実験によるJの値をもちいると､S=1の
NENPではEG/J=0.25 となった｡
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